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は し が き 

 この記録は，平成30年6月10日執行の新潟県知事選挙並びに平成30年10月28日執行の新潟市長

選挙及び新潟市議会議員北区選挙区補欠選挙の結果を収録したものです。 

 今回の県知事選挙は，平成28年10月の選挙で当選した知事が，平成30年4月に在任1年半で退職

したことに伴う想定外の選挙であり，選挙までの準備期間が短いことからも候補者の顔ぶれがど

うなるかが注目されました。 

 ２年前の選挙では，野党統一候補が勝利しましたが，今回は与党系，野党統一候補を含めた３

人の新人が立候補し，激しい選挙戦の結果，与党系の候補者が当選しました。 

 新潟市における投票率は，53.73％となり，前回知事選の46.30％を7.43ポイント上回り，知事

選挙としては平成19年の指定都市移行後，最も高いものとなりました。 

また，期日前投票率は17.01％で，平成29年の衆議院議員総選挙の期日前投票率18.75％に次ぐ

高いものとなり，投票した人の約３割が期日前投票を行ったことになります。 

 新潟市長選挙については，秋の選挙となることから，投票所となる小中学校の文化祭等の学校

行事決定時期を考慮して，任期満了約１年前の平成29年11月８日の選挙管理委員会で，国政の統

一補欠選挙に合わせる形で選挙期日を決定し，周知を図りました。 

 ４期務めた現職市長が出馬しないことから，保守系候補２人（元参議院議員と中央区市議），

野党統一候補（北区市議），前北区長（元経済産業省官僚）の顔ぶれとなり，新人４人による激

しい選挙戦が繰り広げられ，元参議院議員の保守系候補が当選しました。 

 激しい選挙戦を反映してか，投票率は49.83％と，過去６回の市長選挙が30％～40％で推移し

ていたのと比べて高いものとなりました。 

 また，新潟市長選挙に中央区と北区の現職市議会議員が辞職して立候補しましたが，欠員が定

数の６分の１を超えることとなる北区においては補欠選挙が行われることとなり，市長選挙の期

日と同じ日に選挙期日を設定しました。しかし，立候補者が１人だったことから，投票は行われ

ませんでした。 

幸いにして，選挙の管理執行については大過なく終了することができました。これもひとえに

関係各位のご協力の賜と心から感謝申し上げます。 

なお，今後とも一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

平成31年３月 

新潟市選挙管理委員会 





新潟県知事選挙（Ｈ30年 6 月 10 日執行） 

公営ポスター掲示場－北区 

当日投票所－西区 



街頭啓発―南区 

開票所－秋葉区 



新潟市長選挙・新潟市議会議員北区選挙区補欠選挙 

（Ｈ30 年 10 月 28 日執行） 

公営ポスター掲示場－北区 

街頭啓発－中央区 

懸垂幕の掲出―市役所本館 

街頭啓発―西区 



当日投票所―東区 

開票所－南区 
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